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ペットフード疑似科学 を 科 学 す る (8)

そのペットフードは安心ですか?

本 I畢?青 1台*

第 9章 ペッ ト達のための安全

安心なペット フード(提案)

1. コンセプトは高安全・低コスト

本稿では，ベットフードおよびベットフード疑似

科学について問題点と課題を指摘しましたが，総ま

とめとして「安全安心なベットフード」を提案しま

す。ベット達のために安全安心なベットフード作り

のヒントになれば幸いです。

コンセプトは「高安全・低コスト」です。現在の

ベットフードの安全安心における最大の課題は，

「ベットフード中のエトキシキンを如何に少なく

するか」です。そのために多少の費用は掛かります

が，工夫次第でトータノレコストは抑えられます。例

えば，栄養学的に必ずしも良質とは言えない「動物

性蛋白質原料(チキンミーノレ・ミートミール・フイツ

シュミールなど)J =今「植物性蛋白質原料(大豆ミー

ル・グノレテンミールなど)への置換Jおよび健康長

寿の観点、から栄養学的に過剰な「蛋白質含量の適正

化(低減)Jによって原料費を抑えることが可能で

しょう。

2.安全安心のための対策

1)エトキシキン O.5ppm以下の実践と表示

第 8章の通り現在のベットフードにおいて，エト

キシキンの完全無添加は国際ルーノレ的に難しい状

況ですが，ベットの安全安心の視点から，ベット

フード中のエトキシキンは 0.5ppm以下を目標にし

たいです。その理由と実践するための手法を考えた

いと思います。

内閣府食品安全委員会のヒトのエトキシキン1日

摂取許容量(ADI= Accept油 leDaily Intake =生涯に

わたり毎日摂取し続けても影響が出ないと考えら

れる体重 kg当たりで示した値=mg/kg体重/日)は

O.005mg/kg体重/日です。ヒトの ADIは，ネズミ

*技術士(農業部門)/生涯学習インストラクター(イヌ学)

愛玩動物飼養管理士(一級) (S吋iHonzawa)

や犬などを供試した実験データから，先ず動物の

NOAEL (No Observed Adverse Effect Level =最大

無毒性量)を求めた数値に，動物とヒトとの動物種

差 10X個体差 10=100の安全係数を用いて算出し

ます 50)。動物実験に基づく食品安全委員会のエトキ

シキン NOAELは， 0.5mg/kg体重/日です(ヒトの

ADIから筆者逆算)。

NOAEL実験の供試動物(ネズミ・犬など)でもあ

るベットの ADI算出における動物種差の安全係数

は，筆者の判断でヒトの半分の 5とすれば(個体差

の安全係数はヒトと同じ 10)，ベットの ADIは

O. 5mg/5 X 10=0. 01mg/kg体重/日になります。例

えば，体重 5kgの犬は O.01mgX5kg=0. 05mg/5kg 

体重/日です。その犬のベットフード摂取量 100g/

日として，フード中のエトキシキン許容含量は

O. 05mg/100g=0. 5mg/kg=0. 5ppmになります。こ

の 10.5ppm以下」は，安全安心なベットフードの

最重要課題で差別化の強力な武器になります。通常

のベットフードには追従できない「エトキシキン

O. 5ppm(0. 5mg/kg)以下」を表示して，食品並みの

安全性を誇示したいです。

2)エトキシキン無添加の動物性蛋白質原料の開発

一般的な動物性蛋白質原料(チキンミーノレ・ミー

トミール・フイツシュミールなど)は，エトキシキ

ンが高濃度に添加されています。特に輸入品でエト

キシキン無添加を探すのは難しいでしょう。そのよ

うな状況にあって，エトキシキン無添加を特長にす

る養魚用フイツ、ンュミールを取り扱う会社が鳥取

県境港市にあります。チキンミールも国内の食肉加

工会社と提携すれば，エトキシキン無添加の開発購

入が可能でしょう。また，産卵鶏は一般的に産卵率

が 70%代に低下すれば廃鶏として処分されますが，

この廃鶏を使ってエトキシキン無添加のホーノレチ

キンミーノレ開発が興味あります。その場合，一定の

需給量が必要ですから「ベット・養魚兼用Jとして

0369-5247/15/￥500/1論文/JCOPY
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取り組むことが考えられます。なお，前報の第 8章

で説明しましたが，国産豚の多くには肉締りを良く

するために「カポック油Jを給与しますから，その

ポークミールはエトキシキンよりも有毒な「プロベ

ン環脂肪酸Jが残留する恐れがあるので，安全安心

のベットフード原料として不適です。

一方，通常の畜水産飼料にはエトキシキンが添加

されていますから，それを食べて育った鶏や豚には

エトキシキンがわずかに移行残留 51)しますから，そ

れを素材にしたチキンミールなどは，その加工時に

エトキシキン無添加でも畜水産飼料由来のエトキ

シキンが移行残留します。その残留量は，原料加工

時にエトキシキンを直接に高濃度添加のチキン

ミーノレなどに比べれば百分のーないし数十分のー

ですが，原料加工時にエトキシキン無添加ミールに

もわずかとはいえ移行残留することを認識する必

要があります。

なお，畜水産飼料など由来の食品中エトキシキン

残留基準の一部を前報第8章に記載しましたが，そ

れに追加補記します。

食品のエトキシキン残留基準(厚生労働省)51) 

| 残留基準

牛・豚の肝臓 I 0.5ppm'以下

鶏の肝臓 I 4.0ppm'以下
牛の筋肉・脂肪・肝臓・腎臓以外の食用部分 I0.5ppm'以下

豚の筋肉・脂肪・肝臓・腎臓以外の食用部分 I5.0ppm'以下

鶏の筋肉・脂肪・肝臓・腎臓以外の食用部分 I7.0ppm'以下

， ppm(l!100万)=mg/kg食品

3)植物性蛋白質原料の利用 34)

前報第 8章の通り，チキンミールやチキンオイル

などは原料加工時にエトキシキン無添加でも，それ

らの素材にはエトキシキンが畜水産飼料から移行

残留します。ヒトはエトキシキンが残留するチキン

やポークなどを毎食・毎日食べることは通常ありま

せんから，ヒトのエトキシキンTuDI(0.005rng/kg体

重/日)をクリアできますが，ベットフード総合栄養

食を毎食・毎日食べ続けるベットにおいて，前記の

筆者算出のベットのエトキシキンTuDI(0. 01rng/kg 

体重/日)をクリアするためには，ベットフード中の

エトキシキン含量はO.5pprn (rng/kg)以下が必要です。

この 0.5pprnをクリアする方法は，エトキシキン

残留値 O.Olpprn以下の植物性蛋白質原料のコーン

グルテンミールや大豆ミーノレの利用がポイントに

なります。元々蛋白質などの有機物を創造するのは

植物で，それを動物は選別利用しています。した

がって，無機物(ミネラノレ)以外の有機物(蛋白質・

脂肪・炭水化物)は植物性だけでも十分です。蛋白

質の栄養価は，主にアミノ酸ノ〈ランスによって決ま

りますが，コーングルテンミールなどの穀物蛋白質

の短所は表の通りリジンが少ないので，リジンが第

l制限アミノ酸になります。一方，畑の肉と言われ

る大豆の蛋白質の短所はメチオニンが少ないので，

メチオニンが第 l制限アミノ酸です。これらの植物

性蛋白質原料の両者を組み合わせれば，その蛋白質

中のリジン/メチオニンのバランスは大きく改善さ

れて，表の通り動物性蛋白質原料のチキンミール並

みになり，ポークミールよりも良質になります。

動物性蛋白質原料と植物性蛋白質原料のリジンとメチオニン(乾物または蛋白質中)

蛋白質 Lys' Metb Lys'/蛋白質 Metb
/蛋白質

チキンミール 62.8% 3.63% 1.18% 5.77% 1.87% 

ポークミーノレ 61.5% 4.67% 0.94% 7.60% 1.53% 

フィッシュミール 67.7% 4.47% 1.68% 6.59% 2.48% 

CGM' 70.7% 1.21% 1.66% 1.72% 2.35% 

大豆ミール(脱皮) 54.7% 3.48% 0.72% 6.37% 1.31 % 

CGM'+大豆ミール 62.7% 2.35% 1.19% 4.05% 1.83% 

DDGS" 30.9% 0.90% 0.65% 2.91 % 2.10% 

aリジン

bメチオニン

C コーングルテンミール

dコーンジスチラーズドライド、グレインソリュブツレ=トウモロコシ発酵蒸留ミール

日本標準飼料成分表盟)およびDDGSユーザーハンドブ、ツク回より作成
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事実，動物栄養学的に最も進んでいる養鶏飼料に

おいて， r動物性蛋白質原料」は全く使わずに「植

物性蛋白質原料+アミノ酸添加物Jに基づく飼料が

一般化しています。ベットフードにおいても，チキ

ンミールなどの「動物性蛋白質原料」は使わずに「植

物性蛋白質原料+アミノ酸添加物」で栄養学的には

十分です。猫は個性が強く噌好性にこだわりますが，

その解決方法としてベットフード中のエトキシキ

ン含量0.5ppm以下の範囲で動物性蛋白質原料の使

用，あるいはビタミン Dの過剰障害 15)に注意しな

がら魚介類などのエキス利用が考えられます。

また，地球に優しい再生可能エネルギーの燃料用

アルコールの副産物(トウモロコシ発酵蒸留ミール

ωなど)も植物性蛋白質原料として利用できます。

4)動物性油脂の注意点

一般に畜水産用配合飼料はエトキシキンが添加

されているので，それを食べた動物の油脂にはエト

キシキンが数 ppm移行残留するので好ましくあり

ません。また，天然イワシなどはエトキシキン含量

ゼロですが，それを素材にした養魚用フィードオイ

ノレには飼料添加物のエトキシキンが添加されてい

ると考えられるので，注意しましょう。なお，大豆

油やキャノーラ油(菜種油)などの植物性食用油は，

エトキシキンはほとんど含まれていません

(O.Olppm以下)から安心です。また，前記の通り多

くの国産豚には有毒なカポック油(プロベン環脂肪

酸)が残留しますから，その点からも国産豚脂は

ベットフード原料として好ましくありません。

5)保存料・抗酸化剤は食品添加物限定

周知の通り犬猫の多くは，毎食・毎日同じベット

フード(総合栄養食)を食べ続けます。ヒトでは，この

ように全く同じ食事を毎食・毎日食べ続けることはあ

りません。したがって，犬猫の「食の安全」は，ヒト

の食事よりも厳しさが必要です。とはいっても現実的

には，健康長寿が最優先のベットフードの保存料・抗

酸化剤は，同じく健康長寿が主目的の食品添加物を限

定使用したいです。ビタミン・ミネラノレ・アミノ酸な

どの栄養素は飼料添加物でも問題ありませんが，栄養

素以外(保存料・抗酸化剤なめには生産が主目的の飼

料添加物をできる限り使いたくありません。

6)栄養基準は健康目的の NRCを原則採用

(1)蛋白質は成犬用 15%/成猫用 20%

NRC(アメリカ国立学術会議)8)は「科学的で健康

長寿を主目的にした基準」ですが， AAFCO(アメリ

カ飼料検査官協会)7)は「商売的で成長(体重増加)

を主目的にした基準」と言えるでしょう。そのこと

が最も顕著に表れているのが蛋白質の基準です。蛋

白質は生命の素になる重要な栄養素ですが，その過

剰摂取は肝臓や腎臓に負担を掛けるだけでなく，尿

道結石の原因にもなります。

例えば成犬の NRC蛋白質推奨量は，表の通り乾

物中 10%です。科学的には 10%で十分とはいえ，

それでは不安を感じる飼い主が多いと思いますの

で，安心料として 5%上乗せして 15%前後が妥当で

しょう。成猫の蛋白質は， NRC推奨量の 20%前後

がベストでしょう。

(2)脂肪の推奨量と対応

例えば成犬の NRC脂肪推奨量 5.5%を目標にす

る場合，ドライフード原料の大半を占める穀物由来

の油脂が約 2%ありますので，差し引き約 3.5%を

他の原料から確保する必要があります。国産のエト

キシキン無添加の動物性蛋白質原料(チキンミー

ノレ・フィッシュミーノレなど)が開発されれば，それ

らは 10%前後の油脂を含みますから，そのエトキシ

キン残留量を注意しながら，ベットフード中のエト

キシキン 0.5ppm以内まで使用します。成猫の NRC

脂肪推奨量 9%を目標にする場合，大豆油やキャ

ノーラ油などの植物性食用油(エトキシキン残留

O.Olppm以下)の利用が考えられます。

(3) !I[鉛

亜鉛は数多くの体内酵素の構成成分で重要な働

きをしています。微量ミネラノレ類の中では，最小必

要量と上限量の聞の適応範囲が最も狭く欠乏症と

過剰症が発生しやすいので， NRCの亜鉛推奨量を

目標にするのが安全でしょう。

(4)ビタミン D

ビタミン類の中でビタミンDは，最も過剰症が発生

しやすいビタミンです。魚の内臓エキスはビタミンD

を多く含みますが，噌好性を良くする目的で、キャット

フードに内臓エキスを添加し過ぎたためにビタミン

D過剰障害が発生したことは有名です 15)。同じ失敗を

繰り返さないために，品質管理を徹底しましょう。

(5)ピタミン E(トコフエロール)

ビタミン E は栄養素のビタミンとしてだけでな

く，抗酸化剤として重要です。天然遊離型と有機酸

と結合したエステノレ型とあります。遊離型は不安定



508 畜産の研究第69巻第6号 (201 5年)

ですから，ベットフード中に共存する油脂の抗酸化

作用として働くので自らは劣化しますから，そのぶ

ん体内での抗酸化能は小さくなります。一方，エス

テノレ型は安定しているので，ベットフードに共存す

る油脂の抗酸化作用は期待できませんが，劣化せず

に体内に入ってから遊離型になるので抗酸化作用

を発揮します。

いずれにしてもビタミンE必要量は，油脂量に比

例することを認識して，油脂含量が多いベットフー

ドにはビタミンEも多く添加しましょう。

(6)含硫アミノ酸(メチオニン+シスチン)

アミノ酸の中で含硫アミノ酸は，最も欠乏症と過

剰症が発生しやすい必須アミノ酸です。第 7章で記

述しましたように，ベットフードの蛋白質中の含硫

アミノ酸比率は，尿の pHに影響するので尿石症の

原因になります。この観点で NRC栄養基準(犬猫)

は考察していませんので，筆者仮説 6)の「蛋白質中

の含硫アミノ酸の適正比率 3.5~4. 5%Jを目標にし

たいと思います。当該仮説については，ベットフー

ド会社などによって証明実験されることを望んで

います。

(7)ライフステージ優先の製品体系

栄養必要量は，品種別よりもライフステージ別の

差異が大きいです。商売的には品種別が必要かも知

れませんが，科学的には年齢や繁殖期などのライフ

ステージ別が重要ですから，ライフステージ優先の

製品体系を揃えたいです。そのことをベット達のた

めに飼い主にも啓蒙したいです。

(8)手作り食用サプリメントの開発

手作り食において栄養学的に最も難しいのは，微

量栄養素の適正化でしょう。栄養はバランスですが，

特にビタミン・微量ミネラルなどは，不足しでも過

剰に摂取しでも良くありません。このことを考慮し

て，ビタミン・微量ミネラノレの NRC推奨量的の 1/3~

1/4を補給できる「手作り食用サプリメント」の開

発が望まれます。その基材には手作り食に不足しが

ちな食物繊維源として，ビートパルプ(甜菜粕)ある

いは乾燥野菜類を使うのも良いでしょう。そのサプ

リメントの形体は，錠剤よりもミール状(粉粒状)あ

るいは頼粒状が使いやすいでしょう。

(9)栄養成分の表示は食品に準拠

ベット同様に健康長寿が主目的のヒトの食品表

示に準拠したいです。品質表示の中で，原材料表示

については法的に規制されていますが，栄養成分表

示に法的規制はありません。一般的に，蛋白質と脂

肪は 100%以上J，繊維と灰分は 100%以下」

です。この表示方法は，半世紀以上前に施行された

家畜用の旧飼料品質改善法に準拠したものです。飼

料中の蛋白質と脂肪の含量は原料費に直結します

から，当時の飼料は両成分を低くして原料費を削減

する例がありましたので，飼料の品質改善を促すた

めに蛋白質と脂肪は「以上」と表示しました。一方，

当時の飼料には増量材として低価格な「もみ殻jや

「土砂jの混入が疑われましたから，それらの異物

を抑制する意味もあって繊維と灰分は「以下」と表

示しました。ベットフードの栄養成分表示の「以

上・以下」は，半世紀以上前の飼料産業禁明期の名

残です。この流れについて，ベットフード業界の

方々は知らないのでしょう。

近年の高性能な家畜家禽や養殖魚にあって，エネ

ルギー・蛋白質(アミノ酸)・カルシウム・リンなど

の含量は，生産性に大きく影響しますから00%以

上~OO%以下としづ表示が必要でしょう。しかし，

健康長寿が主目的のベットフードにおいては，同じ

目的のヒトの食品の表示方法印)に準拠したいと思

います。すなわち，一般的な食品の栄養成分の表示

は，消費者に分かりやすいように「一定値j を示し

ます。その一定値における許容下限は，指数で一定

値の 80%です。例えば，蛋白質の表示一定値が 20%

とすれば，その許容下限は 0.8X20%=16%になり

ます。一方，許容上限は成分によって異なりますが，

蛋白質などの三大栄養素と食塩は指数で一定値の

120%です。すなわち，蛋白質の表示一定値が 20%

の場合， 20%:1:4% (16%~24%) を意味します。一

見ラフに感じますが，この程度の誤差は生産性でな

く健康性に対しては，あまり影響しないでしょう。

微量成分も許容下限は表示一定値の 80%ですが，許

容上限は 150%~180%です。水溶性ビタミン (B 群

や C)のように過剰に摂取しでも短時間で体外に排

継される成分は，過剰の害がほとんどないので許容

上限に余裕があります。

(10)製造年月日の表示

ベットフードの賞味期限は，ヒトの食品に比べて

非常に長期です。したがって，賞味期限では鮮度の

判別が困難です。このことに気付いている飼し、主

(消費者)は少ないようですが，そのことをアピーノレ
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成犬(体重15kg) 成猫(体重4kg)

推奨量 上限量 推奨量 上限量

白質 % 10.0 20.0 

/レギニン % 0.35 0.77 

ミチジン % 0.19 0.26 

ゾロイシン % 0.38 0.43 

Fオニン % 0.33 0.17 

Fオニン+シスチン % 0.65 0.34 

イシン % 0.68 1.02 

ノン % 0.35 0.34 

ヱニルアラニン(Phe) % 0.45 0.40 

le+チロシン % 0.74 1.53 

〆オニン % 0.43 0.52 

プトファン % 0.14 0.13 

リン % 0.49 0.51 

アリン % 0.04 

5.5 33.0 9.0 33.0 

1.1 6.5 0.55 5.5 

0.006 0.2 

0.044 

0.044 1.1 0.01 

0.40 0.29 

0.30 0.26 

0.06 0.04 

0.08 >1.5 0.068 >1.5 

0.12 2.35 0.096 

0.40 0.52 

E 30.0 80.0 

E 6.0 5.0 

E 60.0 74.0 >600 

E 4.8 4.8 

E 0.35 0.3 

g/Kg 0.88 ~4.0 1.4 

5，050 213，333 3.333 333，333 

E 552 3，200 280 30，000 

E 30 38 

E 1.63 1.0 

E 2.25 5.6 

E 5.25 4.0 

E 1.5 2.5 

E 17.0 40.0 

g 15.0 5.75 

E 0.035 0.0225 

E 0.27 0.75 

E 0.075 

g 1，700 2，550 

NRCの栄養基準(水分0%乾物中)8) 
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aエイコサペンタエン酸

bドコサヘキサエン酸

CビタミンAlIU=RE(レチノール当量)0.3

dビタミンD40IU=コレカノレシフエロー/レlμg 

eビタミンE1.lIU=u-トコフエローノレ1mg
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して通常のベットフードとの差別化を図るために

製造年月日(包装年月日でなし、)についても検討し

たいです。これに関連しますが，鉄粉の酸化作用を

利用した脱酸素剤の使用は望ましいでしょう。

おわりに

私事で恐縮します。数年前にくも膜下出血して二

週間の意識不明を経験してから，現世で体験した記

録を残したいとの思いから執筆を心掛けている中，

東日本大震災では被災家族や被災ベットたちの支

援をしながら，社会に役立つことをしたいとの思い

が強くなりました。

福島の原子力発電の事故以来，いわゆる原子力ム

ラの反省から利害関係者の意見をお互いに大切に

するようになりましたが，今のベットフード業界は

異見を排斥する傾向が残っています。本稿の内容に

ついて議論を深め，ペット達と飼い主のためのベッ

トフード改革の引き金になって，多少なりとも社会

貢献になることを願っています。

本稿の要点は二つです。一つは，ベットフードの

主目的はヒト同様に「健康長寿」で畜水産飼料の

生産性でありません。したがって，飼料安全法でな

くヒトの食品衛生法を参考にしたいです。もう一つ

は，ヒトの食事と違って毎食・毎日・毎月ほとんど

同じベットフード(総合栄養食)をflO年以上食べ続

ける」とし、う認識の重要性です。ご賛同頂ければ幸

いです。
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【お知らせ】

2015年フードチェーン・ブランドセミナーのご案内

aグローパル化時代における日 本の 畜産 を考 える "

ーグローパル化における日本の畜産業のチャンスと備えるべきリスクについてー

日本イーライリリー株式会社エランコアニマルヘルス事業部は， 2007年より「フードチェーン・ブランドセミナーJ

と題しまして，セミナーを開催して参りました。毎回各方面から多数の方々にご参加頂いており，改めまして感謝申し上

げます。

この度， “食の安全"に関する研究・教育を推進されている東京大学大学院農学生命科学研究科食の安全研究センターと

の共催にて， r2015年フードチェーン・ブランドセミナー」を開催する運びとなりましたので，ここにご案内申し上げます。

本年は「グローパル化における日本の畜産業のチャンスと備えるべきリスクについて」をテーマに，今後の日本の畜産

業が抱える課題について今一度整理したいと思います。その上で、課題解決に向けどう取り組んでいくべきかを，フード

チェーンの皆様方と共有し，これからの日本の畜産のあり方への議論を深めて頂く機会を提供致したく存じます。

日時 2015年 7月 7日(火) 13: 00~18 ・ 00 (12: 30開場)

会場東京コンファレンスセンター・品川 5F大ホールB

(東京都港区港南 1-9-36アレア品川電話 03-6717ー7000)

参加費用無料

後援:神戸大学院農研究科食の安全・心科学センター

一般社団法人日本科学飼料協会

本セミナーに関するお問い合わせは，下記までお願いいたします。

日本イーライリリー株式会社エランコアニマルヘルス事業部

担当:斎藤(さいとう) 電話:078-242-9547 
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